
景
気
動
向
の
概
況

業
況
D
I
は

前
期
比
4.8
ポ
イ
ン
ト
改
善

レ
ポ
ー
ト

調
査
要
領

合計 1190社 425社 35.7%
依頼先数 回答数 回答率

製造業 266社 115社 43.2%

建設業 214社 84社 39.3%

卸売業 242社 80社 33.1%

小売業 177社
依頼先数 回答数 回答率

48社 27.1%

不動産業 105社 38社 36.2%

サービス業 186社 60社 32.3%

全業種総合DI

業
況
は
や
や
改
善
、

来
期
は
改
善
の
見
通
し

景
況

売
上
額
・
収
益
Ｄ
Ｉ（
前
期
比
）

売
上
額
D
I
は
改
善
、

収
益
D
I
も
改
善

経
営
上
の
問
題
点

原
材
料
高
が
一
番
の
課
題

資
金
繰
り
Ｄ
Ｉ

資
金
繰
り
D
I
は
横
ば
い

価
格
D
I

原
材
料
価
格
D
I
は
や
や
低
下
、

販
売
価
格
D
I
は
横
ば
い

建
設
業

業
況
は
改
善
、

来
期
は
大
幅
に
改
善
の
見
通
し

製
造
業

業
況
は
改
善
、

来
期
は
や
や
改
善
の
見
通
し

資
金
繰
り
D
I
・
人
手
過
不
足
D
I

資金繰りDIは▲6.1（前期▲6.1）で横ばい、人手過不足DIは
▲33.6（前期▲35.7）で「不足」超となりました。来期は資金
繰りＤＩは横ばい、人手過不足DIは「不足」超の見通しです。

10
年
間
の
推
移（
価
格
D
I
）

価格は仕入価格DIが65.4（前期72.1）でやや低下、販売価
格DIは27.7（前期30.6）でほぼ横ばい。来期は仕入価格DI
はやや低下、販売価格DIは横ばいの見通しです。

10
年
間
の
推
移（
業
況
D
I
）

業
況
Ｄ
Ｉ
の
推
移

全業種の業況DIは▲7.8（前期▲12.6）でやや改善となりま
した。内訳は製造業が▲1.7（前期▲13.9）非製造業が▲10.0
（前期▲12.1）となっています。来期は改善の見通しです。

売
上
額
D
I
・
収
益
D
I（
前
期
比
）

売上額DIは▲0.3（前期▲13.5）で改善、収益DIも▲4.2
（前期▲17.1）で改善となりました。来期は売上額DIはや
や改善、収益DIもやや改善の見通しです。

10
年
間
の
推
移（
業
況
D
I
）

売
上
額
・
収
益
Ｄ
Ｉ（
前
期
比
）

売
上
額
D
I
は
大
幅
に
改
善
、

収
益
D
I
は
改
善

経
営
上
の
問
題
点

人
手
不
足
と
材
料
価
格
の
上
昇
が
課
題

資
金
繰
り
Ｄ
Ｉ

資
金
繰
り
D
I
は
や
や
改
善

価
格
D
I

材
料
価
格
D
I
は
や
や
低
下
、

請
負
価
格
D
I
は
や
や
上
昇

10
年
間
の
推
移（
業
況
D
I
）

調査時点／2026年9月上旬
調査依頼先／当庫取引先
調査方法／郵送調査
調査対象期間／［今期］2026年7月～9月
　　　　　　　［前期］2026年4月～6月
　　　　　　　［来期］2026年10月～12月
分析方法／「増加」(上昇)したとする企業の
占める構成比と、「減少」(下降)したとする企
業の構成比との差（DI）により分析を行った。
※DI：Diffusion Index（ディフュージョン・インデックス）
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76.5

2026年7月から9月にかけては、中東情勢の緊迫化再燃や円安進行を背景に原油高が進み、飲
食料品を中心に今年最大の値上げラッシュとなりましたが、賃上げの定着や夏場の個人消費、
AI・半導体需要に支えられ景気は緩やかに改善しました。中小企業では価格転嫁がある程度進
む一方、人手不足や賃上げ対応、資金繰りには依然として課題が残ります。今期の業種別業況
DIは▲7.8で、前期比4.8ポイントのプラスとなり、全体としては「やや改善」となりました。業種別
では製造業、建設業、不動産業が「改善」となった一方で、小売業、サービス業は「悪化」となり堅
調な業種と低迷する業種で二極化の傾向を示しています。
今後は中東情勢や為替、原油価格に加え、価格転嫁の進捗と人手不足・賃上げ動向を注視す
る必要があります。また、コスト上昇を収益に反映させる経営対応が一段と重要になってきます。
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お客様の声
●中小企業、特に製造業は仕入価格
上昇に対応できていない。まだまだ
資金繰りについても厳しい
（川西市 製造業）
●資金繰り支援、価格転嫁支援、原
材料・部材の安定調達に向けた支援
の充実をお願いします
（尼崎市 製造業）
●円安、エネルギー価格上昇に不安
を感じている（大阪市 製造業）
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中
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3
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れ
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銀
次
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和
男
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新
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ル
ス「
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」に
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原
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水
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放
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関
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売上の停滞・減少

仕入先からの値上げ要請

人件費の増加
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利幅の縮小 25.0
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人件費の増加

仕入先からの値上げ要請

為替レートの変動

同業者間の競争の激化 26.2
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41.2

●法人税などを引き下げても
らえるとありがたい。従業員の
給料を上げたいのでサポート
として考えて欲しい
（西宮市 サービス業）
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前期

今期

見通し

前期

今期

見通し

前期

今期

見通し

前期

今期

見通し

収益

料金価格

－16.6 －14.6

52.1

35.4
33.3

50.0

お客様の声
●原油高を理由に、包装資材の高
騰がひどすぎる。是正して欲しい
（大阪市 卸売業）

●天災や中東情勢の混迷等の影
響で右往左往した数ヵ月間でした
（尼崎市 卸売業）

－16.6

0.0

●金利上昇で利益圧迫は想定
以上に厳しい状況になってい
くと思われる
（大阪市 不動産業）

お客様の声

▲
見
通
し

－8.8

3.8

－2.5

3.7

1.2

－3.7
58.8

42.541.2

61.3

▲
見
通
し

－16.7

－8.3

4.2
2.1

▲
見
通
し

－7.9

－2.7

－13.1

－18.4
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